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令
和
４
年
度
、
犬
伏
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
の
会
長
浅
沼
町
の
小
代
久
子
と

申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
犬
伏
地
区
に
は
令
和
４
年
11
月

現
在
、
65
才
以
上
の
高
齢
者
は
５
３
１

８
人
（
男
２
３
９
６
人
女
２
９
２
2

人
）、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
令
和

3
年
度
７
８
９
人
（
男
２
９
８
人
女
４

９
１
人
）
で
す
。
ま
た
韮
川
町
は
、
町

の
人
口
に
対
し
て
65
才
以
上
の
高
齢
者

が
50
％
以
上
で
限
界
集
落
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
現
実
に
福
祉
の
公
的

な
支
援
は
基
よ
り
、
地
域
の
た
す
け
合

い
の
精
神
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
犬
伏
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
と
し
ま
し
て
も
、
地
域
社
会
全
体
の

見
守
り
を
は
じ
め
と
す
る
「
寄
り
添

う
」「
助
け
合
う
」「
支
え
合
う
」
こ
と

の
で
き
る
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
犬
伏
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
　

会
長

　
　
　
　
　
　
小
　
代
　
久
　
子

地区社会福祉協議会とは？

地区社会福祉協議会（通称：地区社協）は、
市社協のように法律に定められた団体で
はなく、住民の皆さんが自分たちの住む
地域の福祉課題を、「住民同士の助けあ
い」によって解決していくことを目的と
して設立された、任意の団体です。

希薄になりつつある住民同士のつながり
の輪を広げ、福祉の視点を持った地域づ
くりを進めるとともに、「地域のつながり」
を活かして地域の実情に即した自主的な
活動を展開して問題解決につなげること
を目的としています。

ご
あ
い
さ
つ
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コ
ロ
ナ
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
活
動
の
停

止
が
あ
り
ま
し
た
が
、
解
除
後
は
ダ
ー
ツ
、
輪
投
げ
、

ペ
タ
ン
ク
を
行
い
な
が
ら
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お
茶

と
、
あ
め
に
限
り
和
気
あ

い
あ
い
と
、
毎
月
3
回
楽

し
ん
で
お
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
対
策
は
、
マ
ス
ク
の
着

用
、
消
毒
の
徹
底
と
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の

実
施
の
他
に
、
毎
回
体
温

の
チ
ェ
ッ
ク
、
換
気
の
徹

底
に
よ
り
、
サ
ロ
ン
活
動

よ
り
感
染
者
を
出
さ
な
い

と
い
う
強
い
意
識
を
持
ち
、

犬
伏
上
町
「
和
光
会
ふ
れ
あ
い

犬
伏
上
町
「
和
光
会
ふ
れ
あ
い

　
　
サ
ロ
ン
」
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

　
　
サ
ロ
ン
」
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

会
長
　
梅
田
敏
雄

　

犬
伏
下
町
公
民
館
を
会
場
に
し
て
活
動
。
例
会
は
毎

週
火
曜
日
の
9
時
30
分
～
11
時
30
分
。
ま
ず
各
自
血
圧

測
定
を
行
い
、
そ
れ
か
ら
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
と
ハ
ツ
ラ
ツ
元
気
体
操
を
実
施
し
ま
す
。
テ
ン
ポ
が

遅
く
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
バ
カ
に
し
て
い
る
方
が

い
ま
す
が
、
効
果
は
確
実
で
す
。

　

足
利
の
東
葉
館
で
一
日
楽
し
ん
で
く
る
の
も
恒
例
に

な
っ
て
ま
す
。
月
５
０
０
円
の
会
費
で
は
足
り
な
い
の

で
３
５
０
０
円
の
自

己
負
担
で
参
加
で
す
。

　

忘
年
会
、
新
年
会

を
企
画
実
施
。
例
会

は
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し

ん
で
ま
す
。
人
が
増

え
る
こ
と
で
地
域
の

犬
伏
下
町
「
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
」
の

犬
伏
下
町
「
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
」
の

　
　
活
動
に
つ
い
て

　
　
活
動
に
つ
い
て

会
長
　
町
田
順
一

　

当
ク
ラ
ブ
で
は
、
４
ク
ラ
ブ

の
中
３
ク
ラ
ブ
が
活
動
中
。

①
ふ
れ
愛
サ
ー
ク
ル
は
65
～
75

才
の
高
齢
者
参
加
で
、
毎
週
月

曜
日
2
組
に
分
か
れ
講
師
の
指

導
も
受
け
健
康
体
操
と
介
護
予

防
教
室
（
体
操
を
含
）
を
実
施
。

②
と
き
め
き
ク
ラ
ブ
は
、
75
才

以
上
の
高
齢
者
で
介
護
認
定
者

も
参
加
可
の
ク
ラ
ブ
で
す
。
市

の
高
齢
課
推
奨
の
ハ
ツ
ラ
ツ
元
気
体
操
＋
カ
ミ
カ
ミ
百

才
体
操
を
毎
週
１
回
実
施
、
又
歓
談
会
も
月
１
回
実
施
、

公
民
館
（
会
場
）
へ
の
来
場

困
難
な
方
に
は
車
で
自
主
送

迎
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
町

内
公
園
を
利
用
し
、
毎
週
１

回
実
施
。
３
ク
ラ
ブ
と
も
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
対
策
を
十
分

行
い
明
日
も
健
康
に
と
願
っ

て
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。

関
川
町
会
「
三
杉
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」

関
川
町
会
「
三
杉
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」

会
長
　
野
村
啓
一

今
の
様
な
コ
ロ
ナ
禍
の
時
だ
か
ら
こ
そ
さ
び
し
い
生
活

を
送
る
の
で
は
な
く
、
お
互
い
に
責
任
を
持
っ
て
、
外

に
出
て
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
人
生
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

防
犯
に
と
い
ろ
ん
な
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。
植
樹

費
用
に
つ
い
て
は
全
国
レ
ベ
ル
の
応
募
、
県
関
連
の
企

画
等
助
成
を
受
け
る
手
段
は
あ
り
ま
す
の
で
地
域
活
動

の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

全
て
の
活
動
を
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
順
次
掲
載
予
定
で
す
。

　

地
域
で
の
活
動
紹
介

　

地
域
で
の
活
動
紹
介

　

地
域
で
の
活
動
紹
介

犬
伏
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
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科　　目 決 算 額
会　費 369,500
交付金 509,000
寄付金 0
雑収入 1
繰越金 499,042

収入合計 1,377,543

科　　　　目 決 算 額
事務費 1,540
会議費 6,567
通信費 4,704
事業費 697,370

①総務部会費（社協だより印刷代他） （94,600）
②青少年健全育成部会費 0 
③高齢者福祉部会費（見守り他） （602,770）

予備費 212,905 
支出合計 923,086

令和３年度　収支決算
（収入） （支出）（単位：円） （単位：円）

科　　目 決 算 額
会　費 380,000
交付金 650,000
寄付金 1,000
雑収入 543
繰越金 454,457

収入合計 1,486,000

科　　　　目 決 算 額
事務費 1,000 
会議費 6,000 
通信費 3,000 
事業費 1,055,000 

①総務部会費（社協だより印刷代他） （245,000）
②青少年健全育成部会費 （50,000）
③高齢者福祉部会費（見守り他） （760,000）

予備費 421,000 
支出合計 1,486,000

令和４年度　収支予算
（収入） （支出）（単位：円） （単位：円）

　

米
山
南
町
会
で
は
、
自
宅
で
い
つ
ま
で
も
元
気
で

生
活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
佐
野
市
が

実
施
し
て
い
る
「
介
護
予
防
.
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
」
通
所
型
サ
ー

ビ
ス
B
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
内

容
は
「
ハ
ツ
ラ
ツ
会
」

と
し
て
①
ハ
ツ
ラ
ツ

元
気
体
操
②
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
で
す
。

　

ハ
ツ
ラ
ツ
元
気
体

操
は
毎
週
水
曜
日
に

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
合
せ
て
体

操
を
行
い
ま
す
。
更

に
月
1
回
は
介
護

予
防
教
室
「
音
楽
に

合
わ
せ
て
」
を
開
催

し
講
師
を
招
い
て

楽
し
く
体
を
動
か

し
て
い
ま
す
。
ラ
ー

ジ
ボ
ー
ル
卓
球
は

公
民
館
に
卓
球
台

を
3
台
置
き
、
週
1

回
卓
球
を
存
分
に

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
」

「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
」

　　
　　
米
山
南
町
会

米
山
南
町
会
　　
ハ
ツ
ラ
ツ
会

ハ
ツ
ラ
ツ
会

会
長
　
小
早
川
房
平
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役
員
紹
介

　
（
任
期
：
２
０
２
２
年
４
月
～

２
０
２
４
年
３
月
）

会　

長　

小
代　

久
子

（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
長
）

副
会
長　

坂
本　
　

明

（
富
岡
東
部
町
会
長
）

副
会
長　

塩
田　

哲
夫

（
伊
勢
山
町
会
長
）

会　

計　

田
名
網　

正
昭

（
犬
伏
下
町
会
長
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
副
会
長
）

顧　

問　

上
岡　

良
雄（

浅
沼
町
会
長
）

監　

事　

山
口　

武
雄（

町
谷
町
会
長
）

監　

事　

清
水　

麗
子

（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

副
会
長
）

　

地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
は
、 

地

域
の
皆
さ
ん
同
士
の
結
び
つ
き
の
中
で

実
施
さ
れ
ま
す
。 

見
守
り
の
必
要
な
方

（
世
帯
）
の
生
活
を
い
ろ
い
ろ
な
面
か

ら
多
面
的
に
と
ら
え
、 

一
つ
ひ
と
つ
の

サ
ー
ビ
ス
や
結
び
つ
き
が
相
互
に
関
係

し
あ
い
な
が
ら
連
携
を
と
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、 

相
互
の
緊
密
な
結
び
つ
き
は

地
域
の
福
祉
力
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

見守り活動の紹介

福祉協力員は、身近な地域の見守り活動等を行いながら、見守りネットワークに協力するボラン
ティアです。

ひとり暮らしの高齢者や障害のある方、高齢者世帯など、支援を必要としている方（世帯）。


